
第５１回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム 講演プログラム 
 

主催 固体ＮＭＲ･材料フォーラム     
協賛 （社）日本化学会、（独）物質・材料研究機構 

 

日 時 ２０１２年５月１１日（金） １０時～２０時 

場 所 産業技術総合研究所 臨海新都心センター別館 バイオ・IT 研究棟 １１F 会議室

（東京都江東区青海2-４-７） 

 （ゆりかもめ「テレコムセンター」駅下車３分 または 臨海高速鉄道「東京テレ

ポート」駅下車１５分） 

 

Ⅰ 講演 
 
１. 新しい柔粘性イオン結晶の開発 

（１０:００－１０:４０）         （横浜市立大生命ナノシステム科学） 本多 尚 

 

２. 企業における固体 NMR の役割と活用 

（１０:４５－１１:２０）                          （旭化成） 橋本 康博 

 

３. 【学生講演】Pradimicin A とマンノースの分子間相互作用の固体 NMR による解析 

（１１:２５－１１:４０） 
 （1京大院理、2理研基幹研、3JST ERATO、4富山県大生工） ○土井 崇嗣1、中川 優2、 

 増田 裕一1、山田 啓太1、伊藤 幸成2,3、五十嵐 康弘4、竹腰 清乃理1 

 

（昼食）（１１:４５－１２:５５）（７０分） 

 

４. DNP-固体 NMR による高感度測定－生命科学、そして材料科学へ－ 

（１４:２０－１４:５５）            （ブルカー・バイオスピン） 畑中 稔 
 
５. 固体ＮＭＲによる低濃度フッ素の結合状態解析：カルシウムシリケートおよびカルシウム

アルミノシリケート系への応用 

（１５:００－１５:３５）                    （新日鐵先端研） 高橋 貴文 
 
（コーヒーブレイク）（１５:４０－１６:００）（２０分） 
 
６. 【学生講演】圧延伸長度の異なる天然および合成ゴムの NMR スペクトルと磁化率との相

関 

（１６:００－１６:１５）             

（防衛大応用化学） ○北村 成史、畑 慶明、安岡 宏、黒津 卓三、浅野 敦志 
 
７. シリカアルミナ系触媒材料の CP/MAS 実験 

（１６:２０－１６:５５）              （産総研環境化学技術） 高橋 利和 
 
８. 触媒材料と触媒反応場への固体 NMR の応用 

（１７:００－１７:４０）               （秋田大工学資源） 中田 真一 

 

Ⅱ ポスター発表（1２:５５－1４:１５） 

 

Ⅲ 懇親会 （1８:１５－２０:００） 



第５１回 固体ＮＭＲ・材料フォーラムポスター発表プログラム 
 

P1. 固体 NMR 特殊プローブの製作（‘１２） 

（プローブ工房）○藤戸 輝昭、（物質・材料研究機構）品川 秀行 

 

P2. 四極子核の磁場掃引ＮＭＲ測定 

   （物質・材料研究機構）○端 健二郎、後藤 敦、大木 忍、清水 禎 

 

P3. Cryocoil MAS プローブによる 33S MAS-NMR の感度向上に向けて 

（1京大院理、2Jeol Resonance、3 東北大院薬）○松尾 真嗣 1、水野 敬 2、増田 裕一 3、

竹腰 清乃理 1 

 

P4. X0シムコイルの改良 

（1京大院理、2Jeol Resonance）○松永 達弥 1、水野 敬 2、竹腰 清乃理 1 

 
P5. 超高磁場＋超高速回転 MAS による高分解能 1H 固体 NMR                                                                                               
～DQ/MAS を用いたアラニンオリゴペプチドの分子間構造解析～ 

（1農工大工、2Jeol Resonance、3分子研）○矢澤 宏次 1、西山 裕介 2、樋岡 克哉 2、 

西村 勝之 3、大畑 卓也 1、朝倉 哲郎 1 

 

P6. 中速 MAS における定量的な交差分極法 

（1京大院理、2Université Lille Nord de France）○野田 泰斗 1、武田 和行 1、 

竹腰 清乃理 1、Olivier Lafon 2、Julien Trébosc2、Jean-Paul Amoureux2 

 

P7. 110 kHz MAS 

（Jeol Resonance）○西山 裕介、根本 貴宏、遠藤 由宇生 

 

P8. 大容量 8mm MAS プローブを用いた測定時間の短縮 

（Jeol Resonance）○下池田 勇一、西山 裕介、根本 貴宏、遠藤 由宇生、内海 博明 

 

P9. デュアルレシーバシステムを用いた同種および異種核相関 covariance NMR 

（1京大院理、京大化研）○武田 和行 1、日下部 寧 2、福地 将志 1、野田 泰斗 1、 

竹腰 清乃理 1 

 

P10. 光励起三重項電子を用いた DNP による薄膜サンプルの高偏極化 

（阪大基礎工）○立石 健一郎、根来 誠、香川 晃徳、北川 勝浩 

 

P11. Molecular motion and electronic state of CH4 or CO2 in small and large 

cavities of hydrate 

（富士通）松本 大輔、（成蹊大院理工研）加藤 信彦、（金沢大院自然研）井田 朋智、 

水野 元博、（東理大界面科学研）○遠藤 一央、鈴木 陽、田所 誠 

 


